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人口の動き《平成16年5月1日現在》人口 7,326人（＋4人）男3,557人（＋13人）女3,769人（－9人）
世帯数2,128世帯（＋3世帯）　※（　）内は前月との比較
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溝口警察署管内で交通死亡事故多発溝口警察署管内で交通死亡事故多発溝口警察署管内で交通死亡事故多発

　
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
お
元
気
で
す
か
。

　
私
も
今
月
は
出
張
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
在
庁
し
て
い
る
と
き

は
、
朝
、
少
し
早
く
出
勤
し
、
自

分
の
時
間
を
つ
く
り
な
が
ら
元
気

に
執
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

〇
今
年
の
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま

す
溝
口
町
と
の
合
併
問
題
も
、
大

分
進
ん
で
き
ま
し
た
。
公
共
料
金

を
始
め
い
ろ
い
ろ
な
施
策
も
大
詰

め
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
現
状
を

後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
ス
タ
ー

ト
す
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
新
し
い
ま
ち
「
伯
耆
町
」

の
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
説
明
会
」

は
六
月
上
旬
に
開
催
す
る
予
定
で

す
が
、
岸
本
町
で
は
、
そ
の
前
に

各
集
落
の
区
長
さ
ん
を
始
め
役
員

の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
説
明

会
を
開
催
し
、
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
計
画
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
、
溝
口

町
と
の
話
し
合
い
が
続
き
ま
す
が
、

新
し
い
町
の
基
礎
づ
く
り
に
努
め

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

〇
今
月
に
入
り
ま
し
て
、
ま
た
交

通
事
故
で
死
亡
事
故
と
い
う
痛
ま

し
い
事
故
が
お
き
ま
し
た
。

「
元
気
で
、
長
生
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
願
い
ま
す
私
に
と
り
ま

し
て
は
、
何
と
も
言

わ
れ
な
い
気
持
ち
で
す
。

健
康
に
留
意
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、

交
通
戦
争
と
も
言
わ

れ
ま
す
交
通
事
情
を

よ
く
認
識
し
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
く
れ

ぐ
れ
も
十
分
注
意
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

―　夜間外出時は反射材の着用を！！―
　溝口警察署管内において、4月25日から5月7日の2週間の短期間のうちに3件の交通死亡事故が発生しました。
　2件は若者の運転による正面衝突事故、1件は横断歩行者と車両の衝突事故です。
　今年1月から5月15日現在の岸本町内の交通事故発生状況は、人身事故が13件、物損事故が105件発生しており、い
ずれも昨年の同じ時期に比べ増加傾向にあります。
最近は、日も長くなっていますが夜間外出時は反射材の着用を徹底し、未然に事故を防止するように心がけましょう。

ドライバーの皆様へ
・安全速度を守り、交差点では必ず安全を確かめま
しょう。

・運転中の脇見、携帯電話の使用はやめましょう。
・シートベルト、ヘルメットを必ず装着してください。

歩行者の方へ
・道路を横断する時は、必ず左右の安全を確認し、
無理な横断はやめましょう。

・夜間外出される時は、反射たすき等の反射材を着
用しましょう。

自転車を運転する方へ
・自転車の並列運転、二人乗りはやめましょう。
・信号無視、急な進路変更はやめましょう。
・走行中の携帯電話・メールはやめましょう。
・反射材を着用し前照灯の点灯は早めに。

町民のみなさんも、交通事故に遭わないようくれぐれもお気をつけください。

　
四
月
十
八
日
に
死
去
さ
れ
た
、

元
内
閣
官
房
長
官
、
岸
本
町
名
誉

町
民
、
故
・
野
坂
浩
賢
氏
の
合
同

告
別
式
が
五
月
十
一
日
町
民
体
育

館
で
行
わ
れ
、
元
内
閣
総
理
大
臣

の
村
山
富
市
氏
を
は
じ
め
、
親
交

の
あ
っ
た
国
会
議
員
や
県
内
外
の

関
係
者
一
、
一
〇
〇
人
の
方
が
故

人
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
こ
の
式
は
、
岸
本
町
、
社
会
民

主
党
、
全
日
本
農
民
組
合
連
合
会
、

全
日
本
運
輸
産
業
労
働
組
合
連
合

会
、
全
日
通
労
働
組
合
に
よ
り
行

わ
れ
た
合
同
告
別
式
で
し
た
。

　
弔
辞
の
場
面
で
は
、
村
山
富
市

元
首
相
が
「
野
坂
氏
は
私
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
友
人
で
あ
り
、

生
ま
れ
た
の
は
偶
然
同
じ
年
で
お

互
い
に
厳
し
い
戦
争
の
時
代
を
く

ぐ
り
抜
け
て
、
地
方
自
治
体
の
議

員
と
し
て
仕
事
を
し
、
そ
し
て
国

会
議
員
に
初
当
選
し
た
時
に
出
会

っ
た
。

　
一
九
九
五
年
の
阪
神
大
震
災
の

際
に
は
、
建
設
大
臣
と
し
て
阪
神

大
震
災
に
現
地
入
り
し
、
手
腕
を

発
揮
し
た
こ
と
は
現
在
の
防
災
対

策
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
五

十
年
の
総
理
談
話
を
取
り
ま
と
め

て
、
国
内
外
に
発
信
で
き
た
こ
と

は
自
分
に
と
っ
て
大
き
な
誇
り
で

あ
る
。

　
兄
弟
の
よ
う
に
困
難
に
耐
え
、

励
ま
し
あ
っ
て
仕
事
が
で
き
て
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
」
と
当
時
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
河
合
町
長
も
「
世
話
好

き
で
頼
ま
れ
た
こ
と
は
必
ず
や
る

人
で
し
た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
町
の

た
め
に
尽
く
し
て
い
た
だ
き
、
我

が
町
が
誇
る
偉
大
な
政
治
家
で
し

た
。
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
」

と
遺
影
に
向
か
っ
て
弔
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
列
者
は
幅
広
く
活

躍
さ
れ
た
故
人
の
業
績
と
人
柄
を

偲
び
焼
香
し
、
別
れ
を
告
げ
ま
し

た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

故
・
野
坂
浩
賢
氏
　
略
歴

一
九
五
五
年
　

　
鳥
取
県
議
会
議
員
初
当
選

（
以
降
四
期
十
六
年
連
続
当
選
）

一
九
七
二
年

　
衆
議
院
議
員
選
挙
初
当
選

（
以
後
一
九
八
三
年
ま
で
四
期

連
続
当
選
）

一
九
九
三
年
　

　
衆
議
院
議
員
選
挙
七
期
目
当

選
一
九
九
四
年
　

　
建
設
大
臣

一
九
九
五
年

　
内
閣
官
房
長
官

一
九
九
六
年

　
秋
の
叙
勲
で
勲
一
等
旭
日
大

綬
章
を
受
け
る

二
〇
〇
四
年

　
天
皇
陛
下
よ
り
正
三
位
を
叙

さ
れ
る

故 野坂浩賢氏合同告別式にて

　　町別事故発生状況
区　　　分 岸本町

13
6
7

105
78
27

溝口町
8
9

-1
78
91

-13

江府町
3
6

-3
59
50

9

合　計
24
21

3
242
219

23

死　者
3
0
3

傷　者
33
24

9

人身事故

物損事故

16年
15年

16年
15年

増　　減

増　　減

　　県下の発生状況
区　　分 件　数

1131
1017

114

死　者
15
19
-4

傷　者
1458
1305

153

16　年
15　年
増　減

　　道路別発生状況
区　　分 国道181号

10
13

国道482号
0
1

県　道
11
6

町　道
3
0

その他
0
1

合　計
24
21

16　年
15　年

　　町村別負傷者数
岸本町

17
7

10

溝口町
16

9
7

江府町
3
8

-5

16　年
15　年
増　減

平成16年5月15日現在

（管内）

　　事故形態別
区　　分 人対車

2
2

追　突
10
11

出合頭
3
2

正面衝突
7
1

踏　切
0
0

単　独
2
2

その他
0
3

合　計
24
21

16　年
15　年

（管内）
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松くい虫被害を防止するための特別防除について松くい虫被害を防止するための特別防除について松くい虫被害を防止するための特別防除について

　松くい虫による松枯れ被害が発生しています。

　岸本町では松くい虫被害の拡大を防止するため、ヘリコプ

ターを利用して法律で使用が認められている薬剤を対象森林

に空中から散布する特別防除を下記の日程により実施するこ

とになりました。

　松は、建築資材や紙の原料はもとより、防風、防潮、飛砂

防止、土砂流失・崩壊防止、水源かん養に役立っており、また、

「白砂青松」という言葉で代表されるように海岸の景観保持や、

森林・公園・庭園の景観づくりなど、私たちの生活になくて

はならない重要な働きをしています。

　この貴重な「松のみどり」を松くい虫被害から守るために「特

別防除」を実施しますので、皆様のご理解とご協力をお願い

します。

1　散布期日及び区域

2　散布実施時間

　　　午前5時から午前10時頃まで

3　使用する薬剤及び量

１回当たり、１haにスミパイン乳剤（ＭＥＰ80％含有）

18倍液を30リットル散布します。この農薬は、果樹園や

田畑でも広く使用されているものです。

4　事故防止のためのお願い

（1）散布当日に散布区域及びその付近の山林に入ると、人

　　によっては「頭痛やめまい」等をおこすことがあります。

　　散布後7日間程度は入山を控えてください。

　　　なお、万が一、頭痛、めまい吐き気等の反応を感じら

　　れた方は下記の問合せ先までご連絡下さい。

（2） ヘリコプターの発着場所（ヘリポート）は危険ですの

　　で近寄らないようにしてください。

（3） 散布中は区域内での駐車は避けてください。なお、使

　　用薬剤がかかったと思われる場合は、速やかに洗車して

　　ください。

（4）散布時には、家畜を屋外に出さないようにお願いします。

　　また、散布区域及びその周辺に隣接した場所で牧草を採

　　取している方は、前日までに採取するか、これらの場所

　　の飼料は念のため散布日から一週間程度は与えないでく

　　ださい。

（5）散布期間中の山菜等の採取はしないでください。

（6）散布区域付近の住宅は、散布時には窓を閉めるとともに、

　　洗濯物・飲食物等を外に出さないようにしてください。

※特別防除に関する問合せ先

　　岸本町役場　産業観光課　　　 電話 68－4213（直通）

（注）この日程は、気象条件（雨・風・霧等）により変更す
　　　る場合があります。
　　　変更の場合は、防災行政無線を通じてお知らせします。

第１回目散布

期　日 散　布　区　域

6月2日
（水）

6月3日
（木）

6月8日
（火）

丸　山

グリーンパーク大山ゴルフ
クラブ

大山ゴルフクラブ
大山平原ゴルフクラブ

グリーンパーク大山ゴルフ
クラブ

大山ゴルフクラブ
大山平原ゴルフクラブ

第2回目散布

期　日 散　布　区　域

6月16日
（水）

6月17日
（木）

6月22日
（火）

丸　山

平成16年度松くい虫特別防除計画区域図
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【問合せ先】　税務地籍課　電話　68-3114

　町税の納期限は下記のとおりです。税金は納期限までに納めていただきますようお願いします。

納期限を過ぎますと、督促状が送付されるほか延滞金がかかる場合がありますのでご注意ください。

※　町民税の均等割について

　　平成16年4月1日から地方税法の改正により町民税の均等割額が2,000円から3,000円となりま　

したのでお知らせします。

平成16年度　町税納期一覧

月 税　　　　目 納 期 限

6月

7月

8月

9月

10月

6月30日

8月 2日

8月31日

9月30日

11月1日

町県民税（第1期）

国民健康保険税（第1期）

固定資産税（第2期）

町県民税（第2期）

国民健康保険税（第2期）

固定資産税（第3期）

国民健康保険税（第3期）

国民健康保険税（第4期）

11月

12月

1月

2月

3月

11月30日

12月27日

1月31日

2月28日

3月31日

町県民税（第3期）

国民健康保険税（第5期）

固定資産税（第4期）

町県民税（第4期）

国民健康保険税（第6期）

国民健康保険税（第7期）

国民健康保険税（第8期）

月 税　　　　目 納 期 限

合併住民説明会開催のお知らせ合併住民説明会開催のお知らせ合併協議会の資料を
閲覧することができます
合併協議会の資料を
閲覧することができます 　岸本町・溝口町合併協議会では、これま

での「合併協議会での協議状況の説明」や
「合併まちづくり計画原案」について、町
民のみなさんの意見をお聞きする場として、
両町で合併住民説明会を開催します。
　いずれの会場でも参加できますので、多
くの町民のみなさんの参加をお待ちしてい
ます。
　ご不明な点は、合併協議会事務局までお
問合せください。
【開催日時】　
　　6月1日（火）日光公民館
　　6月4日（金）二部公民館
　　6月7日（月）溝口町中央公民館
　　6月8日（火）岸本町農村環境改善センター
　　※各会場とも午後7時から2時間程度
【問合せ先】
　　岸本町・溝口町合併協議会事務局
　　　　　　電話　0859－68－4662

　合併協議会の会議資料・会議録及び合併
協議会だよりを自由に閲覧いただけますので、
ご利用ください。
　閲覧ができる場所は、下記のとおりです。
　また、資料のコピーについては、各施設
でお問い合せください。

岸本町
　役場総務課・中央公民館・保健福祉セン
　ター

溝口町
　役場総務課・図書館・二部公民館・日光
　公民館

【問合せ先】
　　岸本町・溝口町合併協議会事務局
　　　　　　電話　0859－68－4662
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植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
、

四
月
二
十
九
日（
木
）み
ど
り
の
日
に
、

植
田
正
治
写
真
美
術
館
友
の
会
の

写
真
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
写
真
教
室
の
参
加
者
は

前
回
よ
り
も
若
干
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、そ
の
分
、渡
里
彰
造
先
生

か
ら
の
指
導
も
多
く
受
け
ら
れ
、

た
く
さ
ん
の
ネ
ガ
を
印
画
紙
に
焼

き
つ
け
し
ま
し
た
。

　
友
の
会
の
写
真
教
室
で
は
、暗

室
を
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
方
で

も
親
切
に
指
導
し
て
い
ま
す
。お

気
軽
ご
参
加
く
だ
さ
い
。興
味
の

あ
る
方
は
植
田
正
治
写
真
美
術
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
七

月
十
一
日（
日
）ま
で
、「
植
田
正
治
・

風
景
の
記
憶〈
松
江
〉」展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
植
田
正
治
が
一
九
六
〇
年
代
に

松
江
の
街
を
被
写
体
に
撮
影
し
た

作
品
の
数
々
に
は
、昔
な
が
ら
の

格
子
の
あ
る
家
、老
舗
の
看
板
、川

沿
い
の
風
景
、橋
の
上
で
近
所
の

人
た
ち
が
立
ち
話
し
て
い
る
光
景

な
ど
、懐
か
し
い
風
景
が
写
し
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
女
の
子
が
二
階
の
窓
か
ら
外
を

眺
め
て
い
る
写
真
は
、写
っ
て
い

る
家
の
瓦
や
窓
の
形
に
、思
わ
ず

懐
か
し
さ
を
お
ぼ
え
る
よ
う
な
、

趣
が
あ
り
ま
す
。作
品
の
中
の
時

間
は
、ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
る

よ
う
で
、子
供
の
こ
ろ
を
思
い
出

さ
せ
て
く
れ
た
り
、穏
や
か
な
気

持
ち
に
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、展
示
室
の
床
に
は
、３
メ

ー
ト
ル
四
方
の
松
江
の
地
図
が
貼

っ
て
あ
り
ま
す
。作
品
に
写
っ
て

い
る
場
所
を
見
つ
け
な
が
ら
、観

賞
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
み
な
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

　　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
県
内

外
か
ら
多
数
の
お
客
様
に
ご
来
館

い
た
だ
き
ま
し
た
。二
日
、三
日
、

四
日
に
は
連
日
、三
百
人
以
上
の

お
客
様
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、大

盛
況
で
し
た
。

　
大
型
連
休
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

神
戸
、岡
山
な
ど
の
隣
県
を
は
じ
め
、

四
国
や
関
西
地
方
、さ
ら
に
は
北

海
道
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
お

客
様
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
の
企
画
展「
植
田
正

治
・
風
景
の
記
憶〈
松
江
〉」展
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、島
根
県
か
ら
も

多
く
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　
岸
本
町
立

　
　
　
植
田
正
治
写
真
美
術
館

　
　
　
電
　
話
　
３
９
‐
８
０
０
０

友
の
会
写
真
教
室
開
催

シ
リ
ー
ズ〈
松
江
〉よ
り

写真教室の様子

写真を真剣に見るお客さん

植
田
正
治
・
風
景
の
記
憶

　
　
　
　〈
松
江
〉展
開
催

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
大
盛
況

～元気アップ教室～

毎週火曜日開催（祝祭日を除く）計13回

１時間トレーニング器具を使って運動した後、

プールで使った筋肉をほぐします。自分のペー

スで筋力トレーニングをすることができます。

～スイスイ健康教室～

毎週金曜日開催（祝祭日を除く）計13回

まずは基本的な歩き方を習います。回数を重ね

るごとに強度をつけ、しっかり体を動かしてい

きます。(水中での基本的な歩き方、水中ジョギ

ング、リラックス等)

☆時　間：毎回　午前10時～11時30分

☆対　象：・岸本町の住民で3カ月間参加でき

　　　　　　る方　

　　　　　・高血圧、心疾患のない方　

　　　　　　※医師の許可が必要な場合があります

☆定　員：元気アップ教室…先着10名　

　　　　　スイスイ健康教室…先着15名

☆利用料：1回　参加費200円＋入浴料300円　

　　　　…計500円

☆持ち物：運動のできる服装（元気アップ教室

　　　　　のみ）、水着、スイミングキャップ、

　　　　　タオル、利用料

　　　　　（希望される方は教室終了後、温泉に入浴する
　　　　　　　ことができます）

☆申込み：6月25日（金）までにお申し込みく　

　　　　ださい。

　　　　　ただし、定員になり次第締め切ります

【問合せ先】健康福祉課　電話68－4633



7

　在宅で介護を受けている高齢者や障害者が、

快適で安全に暮らすために居宅を改良する

場合､経費の一部を助成しています。この

事業は改良工事の経費の2／3を町と県が補

助をするものです。

　現在、平成16年度（平成16年10月～11

月頃）に住宅改修を予定している方の要望

の取りまとめを行なっています。

　希望される方は平成16年7月23日（金）

までに下記の書類を提出してください。提

出書類は、保健福祉センター（ゆうあいパ

ル）内健康福祉課にあります。

　詳しくは介護支援センター（68－4632）

までお問い合わせください。

事 業 名

対 象 者

助 成 金 額

助成対象内容

提 出 書 類

高齢者居住環境整備費補助金

介護保険の要介護認定で、要支援・
要介護1～5と認定された方

改良工事に要する経費（上限80万円）
の2／3（助成の上限533,000円）

※介護保険の住宅改修事業も同時に
利用することができます。その場合
は本事業の上限80万と介護保険の上
限20万円を足した100万円が上限と
なります。
なお事業費が100万円を下回る場合は
介護保険の住宅改修が優先し、残り
の部分が本事業の対象となります。

日常生活の利便や安全を図るため、既存住宅の風呂、トイレ、玄関、居室その
他の箇所、及び玄関から道路までの歩行路の確保に必要な改修を行なうのに要
する経費。（新築・増築は対象外）

㈰岸本町高齢者等住宅改良費助成協議書　　　　　　　　　　１部
㈪改良に要する経費（概算額）のわかる見積書　　　　　　　１部

障害者居住環境整備費補助金

身体障害者手帳1．2級、療育手帳Ａ
の所持者の属する世帯等

改良工事に要する経費（上限100万円）
の2／3（助成の上限666,000円）

※日常生活用具給付事業の住宅改修
を利用する場合は経費の上限80万円
（助成の上限533,000円）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

結核・肺がん検診（未受診者検診）を次のとおり実施します。
１．検診日程及び場所

２．料　金
　　　結 核 検 診……無料
　　　肺がん検診……無料
　　　（喀痰検査実施者）……４００円
　※７０歳以上の方、６５歳以上で老人医療受給者及び町民税が非課税世帯の方は無料です。
　　【問合せ先】健康福祉課 68－4633

平成16年度

６
月
18
日（
金
）

場　　　　所 時　　　　間
帝 京 す こ や か 村

旧 南 公 民 館

農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー

保健福祉センター（ゆうあいパル） 午前１１時２０分～１１時５０分

午前１０時３０分～１１時００分

午前９時５０分～１０時１０分

午前９時１５分～９時３０分



・統治崩壊（江上　剛）
・瑠璃の翼（山之口　洋）
・臨場（横山秀夫）
・結婚の条件（森村誠一）
・坂の上の雲（一～四）（司馬遼太郎）
・最後のキス（古尾谷登志江）
・アッシュベイビー（金原ひとみ）
・夫というもの（渡辺淳一）
・三億を護れ！（新堂冬樹）
・伝言（永　六輔）
・検事霞夕子　風極の岬（夏樹静子）
・雨の日のイルカたちは（片山恭一）
・罪人の愛（渋沢和樹）
・ブラフマンの埋葬（小川洋子）
・気骨　安倍晋三のDNA（野上忠興）
・恋なんて、少し不幸くらいがちょうどいい（唯川　恵）
・華城事件は終わっていない（ハ・スンギュン）
・70歳からのひとり暮らし（遠藤順子）
・少女たちの精神科病棟（長岡　和）

・高野優のぐるぐるニンプ待合室（高野　優）
・頭の回転がどんどん速くなるマジカル・アイ（監修　
太城敬良）
・季語の食（春・夏・秋・冬）（佐川広治）

　ほか

・ジュリー　不思議な力をもつ少女（コーラ・テイラー）
・聖なる鎖の絆（アニー・ドルトン）
・ダレンシャンＸ　精霊の湖（ダレン・シャン）
・魔女の宅急便　その4　キキの恋（角野栄子）
・ライオンボーイ（ジズー・コーダー）
・田んぼのきもち（森　雅治）
・さよならマフィンさん（ウルフ・ニルソン）
・ゆっくりハリー（マーティン・ワッデル）
・“むぎゅっ”とっちゃった（ロランス・クレインベルジェ）
・ちいさなふるいじどうしゃ（マリー・ホール・エッツ）
・ピーボディ先生のりんご（マドンナ）
・おしゃれのだいすきなエリエットひめ
　　　　　（クリスチーヌ・ノーマン・ニールマン）
・いちはかたつむり、じゅうはかに（Ｊ・セイヤー）
・おじいちゃんのアコーディオン（おぼまこと）

　ほか

89

〒689-4133　岸本町吉長49　電話68-3617　ファックス39-8017
Eメ－ルアドレス　kouminkan@town.kishimoto.net

4月30日開催！

5月17日開催！

公民館教室について
　公民館では、生花、大正琴、舞踊、パッチワークなど色々

な教室が行なわれています。趣味や教養を深めたい、余

暇にすることがないという方、経験の有無は心配いりま

せん。年度中途でも加入できますので、お気軽に申込く

ださい。詳しくは、生涯学習ニュースをご覧ください。

　また、新たに「民謡を楽しむ会」が発足しました。老人

福祉センターの2階和室を会場としております。興味を

お持ちの方は、お気軽にお越しください。

　日時：毎月第１月曜日・第３土曜日、

　　　　13：00から16：00

　今年も始まりました松栄学級。第１回目は開講式と共に河合町長を講

師に、「溝口町との合併」について講演をしていただきました。「なぜ

溝口町と合併することになったか。」といった理由など細かい説明があり、

合併に向けての理解がより深まったと思います。

　今年も元気に楽しい松栄学級を皆さんで築いていけたら良いと思います。

　「笑って元気になりましょう。」今回の講師である落語家 桂 小文吾さ

んのお話が始まりました。「笑うことをしないと三悪神（貧乏神、疫病神、

死神）に憑かれてしまいます。」「落語で笑うことが一番良い笑い方で

あることが実験で立証されています。」といったように難しいことは省

いたとても分かりやすいお話であったと思います。そして、「おまえの

家とうちの家の間になんかできたらしいぞ。」「へい（塀）。」一番簡

単な落語（洒落落ち）も教わりました。そのような話の後に落語が始ま

りました。前の話でも皆さんよく笑っておられましたが、この落語の時

には一層笑い声が大きくなったように思えました。落語が終わるとおま

けにと中村美津子さんの曲に合わせて舞踊も披露してくださいました。

講演が終わった後に松栄学級生の方々が「良かったねぇ。」と言われて

いたのを聞いてとてもうれしく思います。お忙しい中、松栄学級に笑い

を届けてくださった落語家桂小文吾さん本当にありがとうございました。

新緑が映える季節になりました。同時に梅雨の季節で、気分も滅入る時期でもあります。

みなさんも心身ともに体調管理にはご注意ください。

公民館も新体制となって、いよいよ事業がスタートしました。イベントも開催しますが、余暇活動、生

涯学習の場として、公民館のご利用を心からお待ちしております。

6月の休館日
　6月14日（月）、28日（月）

公民館の開館時間
日曜日は午前9時から午後5時

月・金曜日は午前9時から午後6時（夏時間）

火・水・木・土曜日は午前9時から午後10時

デューク更家の1分間ウォーキング
スーパーセラピー（デューク更家）
だれにでも手軽にできるウォー
キングを通して、身体感覚を取
り戻し、心と身体のつながりを
実感し、大地からも宇宙からも
目に見えないパワーをもらおう。
（本文より）
たった1分間で効果の現れるウ
ォーキングやエクササイズをた

洞窟オジさん
　荒野の43年（加村一馬）

こくごであそぼう（斎藤　孝）

昭和35年13歳の少年は両親から逃
げたくて愛犬を連れて家出した。
足尾鉱山の洞窟や富士の樹海など
で暮らし、発見された時、少年は57
歳になっていた。ヘビや野ウサギ
などを食べ、命をつないだ驚愕の
サバイバル生活。現代のロビンソン・
クルーソーの記録のような一冊です。

ブラフマンの埋葬
　　（小川洋子）
『博士の愛した数式』
で本屋大賞、読売文学
賞をＷ受賞した小川洋
子さんの最新作です。
あたたかくて、せつな
くて、心の奥にしみ入
るような一冊です。

『寿限無』『星の王子さま』『大どろぼうホッ

ツェンプロッツ』などすぐに読めるおもしろい

話を10話集めた本です。斎藤さんが各々の話を

“起承転結”方式で解説し、読み終わる頃には

もっともっと読みたくなる!!　かな!?

だれかさんの目
（絵と文マイケル・グレイニエツ）
ある日、ママザルはコザルをあつ
めていいました。
「しらない“だれかさん”とおは
なしするときはね、“だれかさん”
の目をみておはなしするのよ。」
た～くさんの『目』がでてくるお
はなしです。

6月1日から、ロビーに町民のみなさんから寄贈していただきました本や

古い雑誌などのリサイクルコーナーを設けました。

お気に入りの本や雑誌がありましたら、お持ち帰り下さい。

本・雑誌のリサイクル市のおしらせです。
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岸
　
本
　
町

教
育
委
員
会

　
家
庭
生
活
の
中
で
、
男
女
が
協
力
し
、

お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
く

こ
と
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、

家
族
が
お
互
い
を
大
切
な
存
在
で
あ
る
と

思
い
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
、

家
族
が
助
け
合
っ
て
生
活
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
す
。

　
次
の
詩
は
、
一
人
の
笑
顔
が
家
族
の
笑

顔
に
つ
な
が
り
、
家
族
の
笑
顔
が
一
人
の

笑
顔
に
つ
な
が
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
ま

す
。

　
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
助
け
合
っ
て
生

活
す
る
家
族
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
　
家
族
の
え
が
お

　
あ
な
た
が
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
と
き

わ
た
し
た
ち
は
と
て
も
幸
せ
で
し
た

　
あ
な
た
が
ほ
ほ
え
ん
で
く
れ
た
と
き

わ
た
し
た
ち
は
と
て
も
幸
せ
で
し
た

　
あ
な
た
が
う
れ
し
い
と
き
は

わ
た
し
た
ち
も
と
て
も
う
れ
し
く
て

　
あ
な
た
が
悲
し
い
と
き
は

わ
た
し
た
ち
も
悲
し
か
っ
た
け
れ
ど
・
・
・

　
で
も
　
あ
な
た
が
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

　
悲
し
か
っ
た
こ
と

　
何
で
も
話
し
て
く
れ
る
こ
と
が

と
て
も
う
れ
し
い
で
す

　
わ
た
し
た
ち
は

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
る

あ
な
た
が
す
き
で
す

　
そ
し
て
　
あ
な
た
の
え
が
お
が

と
て
も
す
き
で
す

　（
県
教
委
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

　
　
　
立
っ
た
人
権
教
育
学
習
事
例
集

　
　
　
　
　「
と
も
に
　
か
が
や
く
」よ
り
）

〇
　
ド
イ
ツ
で
は
、
子
ど
も
が
独
立
し
た

　
後
は
夫
婦
二
人
で
暮
ら
す
の
で
、
い
つ

　
ま
で
も
仲
良
く
し
て
い
ま
す
。

　
　
八
十
歳
を
過
ぎ
て
も
、
出
か
け
る
時

　
は
い
つ
も
手
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　
　
日
本
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

　
ゃ
ん
で
手
を
つ
な
い
で
歩
く
の
は
、
ほ

　
と
ん
ど
見
か
け
ま
せ
ん
ね
。

〇
　
わ
た
し
が
日
本
の
あ
る
女
性
の
友
達

　
の
家
に
行
っ
た
と
き
、
「
お
客
さ
ん
は
、

　
座
っ
て
い
て
」
と
言
い
な
が
ら
、
一
人

　
で
お
茶
を
出
し
て
く
れ
た
り
、
ご
飯
の

　
用
意
を
し
た
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
で
も
、
彼
女
は
一
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
彼
女
の
夫
は
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
タ
バ

　
コ
を
吸
っ
て
い
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。

　
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
私
の
家
で
は
、
「
お

　
客
さ
ん
、
テ
レ
ビ
見
て
待
っ
て
て
。
」

　
と
言
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
父

　
も
一
緒
に
準
備
を
し
ま
す
。
父
が
テ
ー

　
ブ
ル
の
用
意
を
し
た
り
味
付
け
を
し
た

　
り
し
ま
す
。

　
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
子
ど
も
の
時
か

　
ら
男
女
関
係
な
く
仕
事
を
分
担
す
る
ん

　
で
す
。
　

　
　
男
の
子
だ
か
ら
と
か
、
女
の
子
だ
か

　
ら
と
い
っ
た
分
け
方
は
し
ま
せ
ん
。

〇
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
日
本
の
勉
強
を
し
た

　
と
き
、
日
本
に
は
サ
ム
ラ
イ
が
た
く
さ

　
ん
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
男

　
の
人
が
先
に
歩
い
て
女
の
人
は
後
を
歩

　
い
て
い
る
絵
が
記
憶
に
残
り
ま
し
た
。

　
　
日
本
に
来
て
み
る
と
、
サ
ム
ラ
イ
は

　
全
く
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
男
の
人
が
先

　
で
女
の
人
は
後
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

　
　
　
　（「
と
も
に
　
か
が
や
く
」よ
り
）

　
　
　男

女
が
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
な
が
ら
責
任
も
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
、
ま
ず
家
庭
か
ら
実
行
し
ま

し
ょ
う
。

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
の
話
か
ら

（
人
権
教
育
推
進
員
）
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―
有
効
期
限
は
６
月
末
、
更
新
は

お
早
め
に
―

■
身
体
障
害
者
手
帳
１･

２
級

■
重
度
知
的
障
害
者

■
ひ
と
り
親
（
父
子
・
母
子
）

　
右
記
に
該
当
し
、
青
色
の
特
別

医
療
費
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
の

方
で
有
効
期
限
が
平
成
１６
年
６

月
末
と
な
っ
て
い
る
方
は
更
新
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
健
康
保
険

証
と
今
お
持
ち
の
受
給
資
格
証
を

ご
持
参
の
う
え
、
６
月
３０
日
ま

で
に
健
康
福
祉
課
（
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

　
な
お
、
変
更
の
手
続
き
を
さ
れ

ま
せ
ん
と
医
療
費
の
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
福
祉
課
　

　
電
話
　
６
８
―
４
６
３
３

〜
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
〜

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と

し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人

権
尊
重
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

　
岸
本
町
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
次
の
人
権
擁
護
委
員

が
お
ら
れ
ま
す
。

　
山
口
　
仁
志
さ
ん

　
仲
倉
　
公
惠
さ
ん

　
妹
尾
　
正
博
さ
ん

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
運
動
の
一
環

と
し
て
６
月
１９
日
（
土
）
に
鳥

取
県
全
県
で
「
鳥
取
県
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
岸
本
町
で
も
こ
の
趣
旨
に
賛
同

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

６
月
１９
日
午
後
８
時
に
と
っ
と

り
花
回
廊
で
環
境
大
臣
が
全
国
に

呼
び
か
け
、
一
斉
に
電
灯
を
消
し

て
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
を
と
も
す
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

に
合
わ
せ
て
各
家
庭
に
お
い
て
、

家
族
が
集
ま
り
電
灯
を
消
し
て
キ

ャ
ン
ド
ル
に
火
を
つ
け
、
短
時
間

の
小
さ
な
闇
を
楽
し
む
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
家
族
の
集
ま
り
の
な
か
で
、
団

ら
ん
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
頂
い

た
り
、
地
球
環
境
を
考
え
る
話
題

を
話
し
合
っ
て
頂
い
た
り
す
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
役
場
　
地
域
振
興
課

　
電
話
　
６
８
―
３
１
１
３

　
補
足
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

【
日
　
時
】
６
月
８
日
（
火
）

　
１３
：
３０
〜
１４
：
００
　

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
前

　
当
日
は
犬
の
登
録
証(

手
帳)

と

注
射
料
（
２
、
９
５
０
円
）
を
持

っ
て
お
出
か
け
下
さ
い
。

　
ま
た
、
新
規
に
犬
を
登
録
さ
れ

る
場
合
は
、
別
途
手
数
料
と
し
て
３
、

０
０
０
円
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
は
、
毎

年
１
回
の
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

　
集
合
注
射
は
今
回
で
本
年
度
最

後
と
な
り
ま
す
の
で
、
未
接
種
の

犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
予
防
注
射
は
こ
の
他
に
も
動
物

病
院
で
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
注
射
後
、
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
の
登
録
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
病
院
で
発
行
さ
れ
る
予

防
注
射
済
証
と
手
数
料
（
５
５
０

円
）
、
犬
の
登
録
証(

手
帳)

を
持

参
の
上
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

健
康
福
祉
課
ま
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
　

【
問
合
せ
先
】
健
康
福
祉
課
　

　
電
話
　
６
８
―
４
６
３
３

　
鳥
取
県
で
は
、
求
職
者
の
就
職

を
支
援
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
求
人
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
「
働
く
と
っ
と
り
情
報
ネ
ッ

ト
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　【
日
　
時
】
７
月
１８
日
（
日
）

　
８
時
〜
１３
時

　
７
時
５０
分
集
合

【
場
　
所
】
町
立
植
田
正
治
写
真

　
美
術
館
前
及
び
そ
の
周
辺

【
内
　
容
】
　

エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
写
真
美
術
館
前
で
選
手
へ
の
飲

食
物
の
提
供

コ
ー
ス
ポ
イ
ン
ト

　
大
山
平
原
ゴ
ル
フ
場
駐
車
場
入

口
か
ら
下
槙
原
交
差
点
ま
で
の
計

２０
カ
所
で
の
選
手
の
誘
導

【
申
し
込
み
】

　
６
月
９
日
ま
で
に
産
業
観
光
課

へ
（
電
話
　
６
８
―
４
２
１
３
）

◎
大
会
用
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
弁
当
を
支

給
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
現
在
で
事
業
所
・
企

業
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査
及

び
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
が
全
国

一
斉
に
一
枚
の
調
査
票
で
同
時
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な
調
査

で
す
。
提
出
さ
れ
た
調
査
票
を
、

統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
役
場
　
地
域
振
興
課

　
電
話
　
６
８
―
３
１
１
３

特
別
医
療
費
受
給
資
格
証�

の
更
新
を
忘
れ
ず
に�

人
権
擁
護
委
員
制
度
を�

　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か�

鳥
取
県
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン�

　
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
を�

全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生�

大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集�

�

狂
犬
病
予
防
注
射（
補
足
分
）�

働
く
と
っ
と
り
情
報
ネ
ッ
ト�

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、�

商
業
統
計
調
査
、サ
ー
ビ
ス
業�

基
本
調
査�

h
ttp://h

ataraku
.pref.tottori.jp/

　
携
帯
電
話
か
ら
（
一
部
取
扱
い

で
き
な
い
機
種
も
あ
り
ま
す
）

h
ttp://h

atarak
u

.pref.tottori.jp

/m
/【

問
合
せ
先
】
　

　
鳥
取
県
商
工
労
働
部
労
働
雇
用
課
　

電
話
０
８
５
７
―
２
６
―
７
２
２
４

　(

財)

鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
　

電
話

０
８
５
７
―
２
７
―
４
１
８
８（
東
部
）

　
　
　
０
８
５
９
―
２
８
―
７
７
３
４（
西
部
）
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印刷／株式会社高下印刷

再生紙を使用

氏　名 年齢 住　所 氏　名 性別 住　所

女

男

男

男

伯耆ニュータウン

伯耆ニュータウン

伯耆ニュータウン

大 寺

田所　　歩

高山　健壱

坂上　颯太

　橋　優輝

保護者

稔 ・ 貴 子

淳 ・ 愛 子

徹 ・ 美 杉

哲也・理恵

月　日 曜日 開　催　行　事 場　　　　　所 時　間

■発行・岸本町役場　〒689-4133鳥取県西伯郡岸本町吉長37番地3　TEL0859-68-3111（代表）・FAX68-3866　■編集・地域振興課

岸本町情報ホームページ（きしもとネット）http://www.kishimoto.net/　
Eメールアドレス　jouhou@town.kishimoto.net

たどころ あゆみ

たかはし ゆうき

たかやま けんいち

さかうえ そうた

79歳
79歳
77歳
80歳
52歳
79歳
80歳
90歳
83歳
67歳

口 別 所
久 古
藍 野
吉 定
伯耆ニュータウン
駅 前
駅 前
遠 藤
小 町
殿 河 内

青戸　照子
井澤　　勇
関口　アイ子
田中八代枝
下田　敬子
野坂　浩賢
山城　房江
勝部以知枝
妹尾　都子
高塚　淳子

岸本町役場の電話番号

各課の電話番号（市外局番 0 8 5 9）

役場FAX番号　68-3866

総務課
68-3111

68-3113

68-3115

68-4633

68-3114

68-4213

68-4211

68-3185

68-3112

68-4215

68-3183

地域振興課

税務地籍課

健康福祉課 68-4632在宅介護支援センター

産業観光課

財政、消防防災、選挙、有線放送、防災行政無線、
合併推進室

総合計画、統計、広報、交通安全啓発、開発

住民環境課 戸籍、住民票、印鑑証明、国民年金、老人医療、
国保、児童手当、ゴミ処理、墓地、保育所、

保健福祉
センター

建設水道課

出　納　室

農業委員会

教育委員会

議会事務局

老人福祉、障害者福祉、保健事業、介護保険、
災害援助、保健福祉センター

固定資産税、住民税、国保税、軽自動車税、地籍調査

農業、商工、観光、林業、家畜、水田転作、耕地、

道路、水路、交通安全施設、上水道、下水道、
浄化槽、災害復旧

出納、物品管理、基金管理

議会、監査

学校教育、社会教育、社会体育、人権教育、
文化財

68-5526 68-4659岸本温泉ゆうあいパル

農地売買、賃借、転用

■業務を担当している課がわからない場合や
　夜間・休日は代表番号 68-3111におかけ下さい。

Fax.

「海洋センタープールオープン」

「第１０回オールジャパンジュニア
　　トライアスロン iｎ岸本大会」

6月 5・6日

6 月 6 日

6 月 8 日

6 月 2 0 日

6 月 2 7 日

大山夏山開き祭

大山ペンション祭「オープンデイ」

合併住民説明会

西伯郡民体育大会（陸上）

西部地区親善岸本剣道大会

大山町博労座

大山ペンション村

改善センター

名和町運動公園陸上競技場

町民体育館

土・日

日

火

日

日

１１：００～

１９：００～

９：００～

８：４５～

海洋センタープールを下記日時よりオープンいたし
ます。健康増進、ストレス解消のためなどに是非ご利用
ください。
　※オープン日　平成16年6月13日（日）　午前10時～
　※閉館予定日　平成16年9月19日（日）　午後5時
　※休　館　日　毎週月曜日及び祝祭日の翌日
（その他行事により臨時閉館する場合があります。）

今年で１０回目となるジュニアトライアスロン大会
の参加者を下記のとおり募集いたします。町内からも
多数の参加をお待ちいたします。
１．期 日 平成１６年８月２１日（土）・２２（日）
　　◎２１日→開会式・２２日→競技、閉会式
２．会 場 岸本町総合スポーツ公園内
３．参加申込　　受付：６月１日（火）～
　　　　　　　 締切：６月３０日（水）必着

「海洋センタープールオープン」
のお知らせ

「第１０回オールジャパンジュニア
　　トライアスロン iｎ岸本大会」

参加者募集のお知らせ

※ボランティアの方も募集しています。
【問合せ先】海洋センター　☎６８－３７７５

５日１６：００～
６日１０：００～


